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マウス単離膵島を用いて、adenosine triphosphate（ATP）や 3'-5'-cyclic adenosine 
monophosphate （cAMP）など惹起経路や増幅経路に関与するシグナルや sphingosine 



























治療において重要である。申請者は膵β細胞に発現する分子として sphingosine kinase 
1-interacting protein (SKIP)を同定し、同分子の欠損 (SKIP-/-)マウスを作製することでイン
スリン分泌に及ぼす影響を検討した。 
SKIP-/-マウスでは、SKIP+/+マウスと比べ腹腔内グルコース負荷試験後の血糖値は有意













したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
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